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レ シ ピ
お す す め
JA ふれあい食材

今月の主な行事予定

めかぶと香味野菜の和え物

●材料は1人分が基準になっております。
●盛付例はイメージです。
※�材料の野菜がない場合は家庭にあるお好きな野菜を
お使い下さい。

4 月にお届けする材料を使用したレシピです

東北地方の長期予報
＜予想される向こう１か月の天候＞
　向こう１か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、
降水量等の確率は以下のとおりです。
　天気は数日の周期で変わりますが、東北太平洋側では、平年に比べ
晴れの日が多いでしょう。
　向こう１か月の降水量は、東北太平洋側で平年並または少ない確率と
もに40％です。日照時間は、東北太平洋側で平年並または多い確率と
もに40％です。
　週別の気温は、１週目は、平年並の確率50％です。２週目は、平年
並または低い確率ともに40％です。
＜気温、降水量、日照時間の各階級の確率（％）＞
3月23日～4月22日
【気　　温】東北地方 40 30 30
【降 水 量】東北日本海側 40 30 30
【降 水 量】東北太平洋側 40 40 20
【日照時間】東北日本海側 30 40 30
【日照時間】東北太平洋側 20 40 40

＜気温経過の各階級の確率（％）＞
3月23日～3月29日 30 50 20
3月30日～4月5日 40 40 20
4月6日～4月19日 30 40 30

編
集
後
記

　４月に入りました。全国の桜の開花の便りを耳にすると、福島も
そろそろかな、と待ち遠しい気持ちになります。
　「福島に桃源郷あり」日本を代表する写真家故・秋山庄太郎氏が
毎年訪れていたという福島市の『花見山公園』も、一番の見頃を迎
えます。桃色・紅赤・黄色・白など、色とりどりの園地と、春の青空
のコントラストは言葉では言い表せない美しさです。郊外に車を走
らせれば、吾妻山の残雪をバックに、もも・なし・りんごの花が美し
く広がります。果樹園の花々に目を奪われる一方で、開花の便りは、
いよいよ今年の農作業が本格化することを実感させてくれます。
　さて、当会の事業は４月より新年度がスタートです。新たな顔ぶ
れで、各々が彩り豊かな花を咲かせられるよう、一丸となって取り
組んで参ります。新年度もどうぞよろしくお願いいたします！

4月1日 管理部 平成31年度年度始め式

4月8日 畜産部 平成31年度牛枝肉セリ
（年度初セリ）

4月9日 畜産部 平成31年度和牛子牛セリ
（年度初セリ）

4月20日 畜産部 福島県ホルスタインショー

�凡例：　　　低い（少ない）　　　平年並　　　高い（多い）
� （仙台管区気象台　発表）

作り方

❶�商品は解凍してタレと和える。
❷�きゅうりは5㎜角、みょうがは縦半分に切って
小口切り、生姜はみじん切り、梅干しは種を
取って包丁の背でたたく。
❸�器に①と②を盛り、卵黄をのせてかつお節を
かける。

材　料

・新物産直めかぶ（タレ付）..................................2個
・きゅうり..........................................................1/2本
・みょうが..............................................................2本
・生姜....................................................................10g
・梅干し.................................................................1個
・卵黄.....................................................................2個
・かつお節............................................................適量

4月1日. 営農企画部. 農家手取り最大化プロジェクト

4月2日. 米穀部. ふくしま米　キャンペーンについて

4月8日. 畜産部. 家畜市場価格について

4月9日. 園芸部. 防霜対策資材

4月15日.生産資材部. 水稲除草剤の上手な使い方

4月22日.米穀部. ふくしま米　販売情勢

4月29日.ＪＡライフクリエイト福島.　JAふれあい食材について
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営農企画部
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特別栽培トマトの現地検査

表示ガイドライン（図1）

認証票（図２）
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